
 

 

七
夕
祭 

新
た
な
半
年
の
は
じ
ま
り
に 

七
月
一
日
（
月
）
～
七
日
（
日
）
＝
七
夕
期
間 

七
日
に
お
祓
い
し
、
焚
き

上
げ
を
し
ま
す
。 

 

大
晦
日
の
「年
越
し
の
大
祓
」
で
一
年
の
後
半
の
罪
・穢
れ
を
お
祓
い
し
、
清
ら
か
な
身
で
翌
日
の

元
旦
か
ら
「初
詣
」を
行
い
ま
す
。 

同
様
に
、
「
夏
越
の
大
祓
」で
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
清
め
た
身
で
、
翌
日
七
月
一
日
以
降
に
、
来
た

る
半
年
間
の
平
穏
を
祈
る
「夏
詣
」
が
、
今
静
か
な
ブ
ー
ム
で
す
。 

 

 

6 月 28 日（金） 

～7月 7日（日） 

茅の輪設置＝６月 28 日（水）午後

～30 日（金）日没 

大祓式＝６月３０日（金）午後６時

～ 
 

＊
浴
衣
を
お
持
ち
の
方
は
、
ど
う
ぞ
浴
衣
で
ご
参
詣
く
だ
さ
い
。 

＊
巫
女
に
よ
る
舞
の
奉
納
終
了
後
、
七
夕
短
冊
の
焚
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。 

 

＊
大
祓
式
参
列
者
に
は
、
茅
（
ち
が
や
）
の
葉
と
大
祓
の
お
札
（
ふ

だ
）
を
授
与
し
ま
す
。
玄
関
先
に
お
祀
（ま
つ
）
り
下
さ
い
。 

＊
期
間
中
、
「
夏
詣
」
限
定
御
朱
印
を
頒
布
し
ま
す
。 

＊
夏
詣
期
間
＝
七
夕
期
間
中
、
七
夕
の
短
冊
は
、
社

務
所
前
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
自
由
に
お
使

い
く
だ
さ
い
（
夜
間
二
十
一
時
ま
で
）
。 

たかつか熊野夏祭り 

  

夏
詣 

 

茅 ち

の
輪 わ

を 
く
ぐ
れ
ば
、 

穢
れ
が
落
ち
る
。 

正
月
か
ら
半
年
間
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
犯
し
た
心
の
罪
や
、
身
に

付
い
た
穢
れ
を
祓
い
清
め
て
い
た
だ
く
よ
う
神
様
に
祈
る
神
事
で
す
。 

 

 

夏
越
の
大
祓
＝
茅
の
輪
神
事 

 

七
月
七
日
（
日
） 

竹
あ
か
り 

日
没
～
二
十
一
時 

 

六
月
三
十
日
（日
）十
八
時
～ 

な 

ご 

し 
 
 

お
お
は
ら
え 

 
 
 
 

ち 
 
 

 
 

 

ち 
 

 

け
が 

 

 

 

茅の輪くぐりをする参列者の皆さん（令和５年度） 

茅
の
輪
は
、
六
月
二
十
八
日
（金
）
午
後
よ
り
、 

七
月
六
日
（土
）
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
自
由
に
お
く
ぐ
り
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

な 

つ 
 

も 

う 

で 
 

短冊に願いを込めて 

（令和５年度）  

七
夕
祈
願
祭
（祭
祀
・舞
） 

十
九
時 

 
 出

店
（飲
み
物
・
食
べ
物

） 

十
七
時
～
二
十
一
時 

夏
詣
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス 


